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特定事業者の

主たる業種

該当する事業
者要件

マ 京都府地球綿暖化対策条例施行規則第10条第1号該当事業者 (大規模エネルギー使用事業者 (原油に捜
算して1,500キロリットル以上))
京都府地球綿暖化対策条例施行規則第10条第2号又は第3号該当事業者 (大規模運送事業者 (トラック又
はバス100台以上/タ クシー150台以上/鉄 道車両150両以上)
京都府地球温暖化対策条例施行規只」第 10条 第 4号 該当事業者 (その他の温室効果ガスの大規模排出事
業者 (二酸化炭素に換算して3.000トン以上))

「

「

計 画  期  間 平,蛇  18 年   4  月 平成  20 年 3 月

基 本 方 9 1電気便用量及び都市ガス使用量の多くを占めるのが空気調和設備のため、これを中心に高効率の設備に更
新するし、エネルギー消費量の肖け減を計る。

推 進 体 制 大谷大学、大谷中 高等学校及ひ大谷功稚園の各現場ごとに、各現場の責任者、学長、校長及び園長のもと
更新計画を立て長期的にエネルギーの消費量削減を計る。
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顕 の部分消灯をi
tを品効等の機器に受嗅を進める。敦軍 争の部屋照明バターンを見直し不
:とする。

1 9 吸収式冷温水発生機更改を含め引き続き覗18年度の改修計画を央施予定。

18～ 19 教匡 守の印!屋照明パターンを見直し不要照明場所の部分14打を可能とする。

JS～ 19 その他設備の見直し
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い型杯温峨4し防1にに再効な楚発貫材のrA用桜fFの導入 日 然エネル
リ込む。
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B輸 送車両排出区分 t t %

Cそ の他排出区分 t t %

排出合計 ,      3.412406t ,2    3,273469t -4! %

その他の地球
温暖化対策に
よる温室効果
ガスの削減量
等

対策等の区分
目標年度 (計画)

(■政化炭来換算 〈1)

森林の保全及び整備 (整櫛面積) (吸収逮) t

府内産の木材の利用 仰加 畳) nl, ( Jヽ渡曇) t

自然エネルギーを利用した電
力又は熱の供給

(売電丘) kwll 〈抑〕誠畳) t

〈然批緒ユ) 〈抑〕滅豊) t

グリーン電力の購入 (〕lt入最) 〈削減重) t

削減量等合討 t

差引排出量

(リト山合計一抑1械今合計)

基準年度 (実績) 目標年度 (計画) 削減率 (計画)
Ⅲ1            3,412 406 t 碑'-41   31273469t 41 %

特 記 事 項 !従 ,1以上に自然エネルギー採帰1の旗 ll・より効率の高い機器の採用などを検討しエネルギー消費効率の改善をはか
る。
2本 学図の大谷大学、大谷中 高等学校、及び大谷幼稚図の校庭内には高 中 低の朋木が多く、地球温暖化防止に寄与
している。今後も植栽を保設増加1に努める。
3業 務用及び通勤lTlの車巾の使用を極力抑怖lし、特に通勤などの車網使刑は許可制としてエネルギーの使"Jlll減を計
る。
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i亥当する□には レ印を記入してください。特定Ⅲ米ヤ以タトで白Jt参加さイ1るJこ業ヤの方は レロJの記入はイ(要です。
|″【'い年度jと は司lЫ付‖1の市“年度を f l11■11度Jと は耐〕R!WドJのJ4k終年度をいいます。
「ヨ̀来所年排!‖区分Jと は 京 都)ヤ内のⅢ米'i守のⅢ来析Tllのためのエネルギーのll】)にlHてい″L41する温女効衆ガスを 「臨と舟〕i捌■1に//1」

とは 白 Illとに辺送J`米者については従,Hの本拠の位世を京lljⅢ llとするⅢ8町のり|はする品■効火ガスを 生 道11米者については保すする生物■
両Xは旅細 t両の新ⅢlするlaH宝効米ガスを 「そのlL"印Jえ分」とは 上 記以外の京都Fj内における事業Di守の事業lr動にはいア111するllHれ//1j

米ガスをいいます。
4「 特記事ヽrl l Jには ヤ 成 2年度 (1 9 9 0年 度)を ,'神としたfrⅢl、1の対比やエネルギー方【11位C( )抑卜11■ 4エ ネ製品出発などlt Fの前i効
力tガス排,1" J減への■は、グリーン ll速の採‖1 4 r定フロンなどの茶174 1す,定クトの温4く効果ガスの刑jtなどを記入してください。


